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1997年 尚絅学院高等学校卒業
東北大学准教授・モンタナ大学兼任／橘由加さん　

卒業生コラム

［梅の花］
○懐かしの給食／中高事務職員　菊地圭司

教職員エッセイ

お
　
く
　
や
　
み

謹
ん
で

哀
悼
の
意
を

表
し
ま
す
。

尚絅誌
購読の
お願い

お申し込み先 尚絅学院後援会
事務局

TEL.022-264-5872  FAX.022-264-5830
E-mail:koenkai@shokei.ed.jp

この1冊で、尚絅学院の「いま」がよくわかります。

リニューアルしました！
学校と保護者の皆様を。母校と同窓生を。生徒と保護者の皆様を。
もっと尚絅を通じてつながって欲しい。
そんな気持ちで出来ました!

※9月のみ通常・入募集特集号同時発行

年6冊5回発送

③継続購読ご希望の方は、2,000円以上ご入金いただく
か、毎年尚絅誌2月号に後援会の専用振込用紙を同封
致しますので、それをご利用下さい。

④ご芳名掲載を望まない方は、匿名希望と振り込み用紙
の通信欄にご記入下さい。

①尚絅後援会にご入会いただくと、機関紙「尚絅」が年6
冊5回発送されます。（会費は年額2,000円か、その倍
数から受け付けています） 

②購読ご希望の方は、下記にお振込みいただくか、もしく
はお電話いただければ、こちらから専用振込用紙を郵
送致します。

電話受付時間（平日のみ）
9：00～16：00

尚絅誌の購読を通じて間接的に
母校への支援が出来ますので、ご協力宜しくお願い致します。

大学図書館建設に向けての挨拶／常務理事：上西義昭
大学新図書館について／図書館長：阿留多伎眞人　　

　もう師走。慌しかった1年が終
わろうとしています。振り返ると今
年も様々な事件がありました。北
京オリンピックの華 し々い舞台の
影で、凄惨な事件、止まらないテ
ロや戦争、食の偽装問題、医療制
度や年金の問題、石油など相次ぐ
値上げ、そして世界や日本各地で
起きた地震や豪雨など天災の数
･々･･。そんな世知がない世の中で
すが、クリスマスツリーやページェ
ントのイルミネーションが傷つい
た心を癒し、また希望を与えてく
れるでしょう。読者の皆様には今
年1年のご協力と応援を感謝いた
しますとともに、来年もよい年で
ありますようお祈りいたします。今
後もリニューアルした尚絅誌をよ
ろしくお願いいたします。　
（K.S）

募
金
事
業
の
お
願
い

　
大
学
図
書
館
建
設
、中
高
体
育
館
の
整
備
、

エ
ラ
・
オ
ー
（
解
体
し
た
明
治
建
築
）の
復
元

を
目
的
と
す
る「
尚
絅
学
院
教
育
施
設
拡
充

事
業
募
金
」活
動
を
開
始
し
ま
し
た
。皆
様
の

お
手
元
に
は
既
に
募
金
趣
意
書
並
び
に
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
等
が
届
い
て
い
る
こ
と
と
存
じ
ま

す
。大
変
厳
し
い
経
済
情
勢
で
あ
り
ま
す
が
、

是
非
ご
協
力
下
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た

し
ま
す
。10
月
末
現
在
で
２
５
９
名
か
ら
総
額

８
`
８
３
５
`
０
０
０
円
の
寄
付
を
頂
戴
い
た

し
ま
し
た
。皆
様
の
ご
理
解
と
ご
厚
志
に
対
し

紙
面
を
借
り
て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

（
法
人
事
務
局
次
長
　
佐
藤
正
人
）

　
尚
絅
学
院
の
教
育
環
境
の
整
備
、な
ら

び
に
そ
の
発
展
に
寄
付
す
る
た
め
に
発
足

し
た
後
援
会
は
、皆
様
の
お
か
げ
で
さ
ま

ざ
ま
な
支
援
を
行
っ
て
参
り
ま
し
た
。

　
皆
様
の
在
学
中
は
、後
援
会
保
護
者
会

員
と
し
て
ご
父
母
の
皆
様
よ
り
ご
後
援

い
た
だ
き
、ま
た
ご
卒
業
時
に
は
学
生
生

徒
自
身
が
１
万
円
を
納
入
し
て
卒
業
生

会
員
と
し
て
ご
入
会
さ
れ
、こ
れ
ま
で
５

年
間
の
ご
支
援
を
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、

２
０
０
９
年
３
月
を
も
っ
て
期
間
終
了
と

な
り「
尚
絅
誌
」の
発
送
が
終
わ
る
こ
と
と

な
り
ま
す
。

　
後
援
会
で
は
、引
き
続
き
後
援
会
員
と

し
て
„
母
校“
を
お
支
え
い
た
だ
き
た
く
、

こ
の
度
、郵
便
振
り
込
み
用
紙
を
同
封
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ど
う
ぞ
年
間

２
０
０
０
円
の
会
費
を
ご
納
入
下
さ
り
、

引
き
続
き
母
校
へ
の
ご
支
援
を
賜
り
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

04
年
３
月
に
卒
業
さ
れ
た

後
援
会
会
員
の
皆
様
へ

ご
継
続
の
お
願
い

　
中
高
で
は
、今
年
も
救
い
主
の
誕
生
を
祝

う
礼
拝
を
行
い
ま
す
。

　
在
校
生
と
同
窓
生
や
保
護
者
を
は
じ
め
と

す
る
、一
般
の
皆
様
の
合
同
礼
拝
を
行
い
ま
す
。

● 

日
　
時
　
12
月
18
日（
木
）

　
　
　
　
　 

16
時
〜
17
時
30
分

　
　
　
　
　（
開
場
　
15
時
30
分
）

● 
場
　
所
　
イ
ズ
ミ
テ
ィ
ー
21（
大
ホ
ー
ル
）

● 

内
　
容
　
イ
エ
ス
の
生
涯

　
　
　
　
　「T

h
e
 K
in
g
 o
f K
in
g
s

」

　 

（
中
高
生
・
保
護
者
・
同
窓
生
・
教
員
・

　 

尚
絅
音
楽
教
室
に
よ
る
礼
拝
劇
）

　 

当
日
は
出
入
り
口
に
て
自
由
献
金
が
　

　 

あ
り
ま
す
。

● 

問
合
せ
　
中
・
高
事
務
室

　 

☎
０
２
２-

２
６
４-

５
８
８
１

　
宗
教
部
と
学
生
宗
教
委
員
を
中
心
に
準
備

を
進
め
て
お
り
、礼
拝
並
び
に
ク
リ
ス
マ
ス

音
楽
会
を
開
催
す
る
予
定
で
す
。
佐
藤
淳
一

先
生
の
独
唱
、「
ク
リ
ス
マ
ス
・
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
」の
合
唱
、ハ
ン
ド
ベ
ル
の
演
奏
を
予
定

し
て
お
り
ま
す
。
多
く
の
方
々
の
ご
参
加
を

心
よ
り
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

● 

日
　
時
　
12
月
16
日（
火
）

　
　
　
　
　（
開
場
　
13
時
）

● 

場
　
所
　
東
北
電
力
ホ
ー
ル

● 

説
教
者
　
小
林
孝
男
宗
教
主
任

　 

「
闇
の
子
供
た
ち
・
ク
リ
ス
マ
ス
！
」

● 

問
合
せ
　
大
学
総
務
課

　 

☎
０
２
２-

３
８
１-

３
３
０
０

ク
リ
ス
マ
ス
の

ご
案
内

中
学
校
・
高
校

大
学
・
女
子
短
期
大
学
部

M
e

r
r

y
 C

h
r

is
tm

a
s

高
橋
昌
子
様
（
65
歳
）

　（
高
校 

昭
和
37
年
卒
・
旧
姓
久
道
）

　
２
月
19
日
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

大
須
賀
ふ
み
子
様
（
84
歳
）

　（
本
科 

昭
和
14
年
卒
・
旧
姓
野
田
）

　
７
月
31
日
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

松
田
晴
雄
様
（
87
歳
）

　（
大
学
副
学
長
・
表
現
文
化
学
科
教
授

　
松
田
憲
次
郎
殿 

御
尊
父
）

 

８
月
８
日
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

手
島
ひ
さ
様
（
98
歳
）

　（
高
等
科
家
事
科 

昭
和
５
年
卒
・
旧
姓
佐
藤
）

　
９
月
６
日
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

竹
中
恵
実
様
（
44
歳
）

　（
学
院
長
宍
戸
朗
大
殿 

御
息
女
）

　
９
月
７
日
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

西
留
え
い
様
（
61
歳
）

　（
本
科 

昭
和
３
年
卒
・
高
等
科
英
文
科

　
昭
和
６
年
卒
・
旧
姓
阿
部
）

　
９
月
17
日
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

佐
藤
直
子
様
（
61
歳
）

　（
高
校 

昭
和
41
年
卒
）

　
９
月
25
日
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

樋
渡
久
子
様
（
84
歳
）

　（
元
中
高
教
員
）

　
９
月
26
日
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

遠
藤
哲
子
様
（
74
歳
）

　（
高
校 

昭
和
27
年
卒
・
旧
姓
千
葉
）

　
10
月
17
日
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

お詫び／461号ｐ６の幼稚園のコーナーでお泊まり会の筆者は幼稚園教員　川田裕子の誤りでした。
ｐ１１の同窓会コーナー・八三会記事の中で8月11日（月）は8月2日（土）・5行目のブゼル先生は、ブゼル先生伝の誤りでした。お詫びして訂正致します。
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何
が

ある
かな？

のぞいてみよ

う
！

　
２
０
０
９
年
１
月
、（
仮
称
）尚
絅
学

院
大
学
図
書
館
棟
の
新
築
工
事
が
着

工
し
ま
す
。

　
こ
こ
数
年
、図
書
館
利
用
者
は
大
幅

に
増
加
の
傾
向
に
あ
り
ま
し
た
。
こ

れ
は
大
学
図
書
館
の
役
割
で
あ
る「
教

育
・
研
究
活
動
の
支
援
」と
い
う
観
点

か
ら
は
、
非
常
に
喜
ば
し
い
こ
と
で

す
。
し
か
し
、現
在
の
図
書
館
規
模
で

は
学
生
の
自
主
的
な
学
習
活
動
の
支

援
に
限
界
が
あ
る
こ
と
か
ら
、昨
年
度

よ
り
図
書
館
建
設
委
員
会
を
発
足
し

て
検
討
を
進
め
、こ
の
度
、晴
れ
て
着

工
と
な
り
ま
す
。

　
新
図
書
館
は「
尚
絅
の
知
の
シ
ン
ボ

ル
」と
な
る
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な
雰
囲
気

を
持
つ
と
共
に
、既
存
の
建
物
と
の
調

和
を
考
慮
し
、シ
ン
プ
ル
で
個
性
的
な

デ
ザ
イ
ン
の
外
観
と
な
り
ま
す
。

　
内
部
空
間
は
、独
自
の
空
間
ク
オ
リ

テ
ィ
„
３
Ｃ“
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
設
計

し
て
い
ま
す
。

　
最
初
の
Ｃ
は
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
。

共
同
で
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
き
る
小

部
屋
や
グ
ル
ー
プ
学
習
室
な
ど
知
の
協

働
空
間
を
演
出
し
て
い
ま
す
。

　
次
の
Ｃ
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
。

友
達
と
の
気
軽
な
交
流
や
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
で
き
る
空
間
と
し
て
、ブ
ラ
ウ
ジ

ン
グ
コ
ー
ナ
ー
や
Ａ
Ｖ
コ
ー
ナ
ー
な

ど
を
４
つ
の
島（
ア
イ
ラ
ン
ド
）に
配
置

す
る
と
共
に
、展
示
、特
別
展
が
可
能
な

デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
ラ
ウ
ン
ジ
で
新
た
な

る
知
と
の
出
会
い
を
提
供
し
ま
す
。

　
最
後
の
Ｃ
は
コ
ン
セ
ン
ト
レ
ー
シ
ョ
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大
学
の
長
年
の
夢

の
ひ
と
つ
で
あ
っ
た

図
書
館
建
設
が
、来
年

９
月
の
開
館
に
向
け
、

来
年
１
月
に
着
工
い

た
し
ま
す
。

　
広
さ
約
２
４
０
０
㎡
、閲
覧
席
２
０
０
席
、

収
容
冊
数
20
万
冊
の
中
小
規
模
の
図
書
館
で

あ
る
が
、「
知
の
協
働
空
間
」を
コ
ン
セ
プ
ト
と

し
、周
辺
の
緑
を
生
か
し
、大
学
院
を
擁
し
、

個
性
あ
ふ
れ
る
５
つ
の
学
科
を
も
つ
大
学
の

キ
ャ
ン
パ
ス
に
相
応
し
い
、新
し
い
機
能
を
兼

ね
備
え
た
図
書
館
を
建
設
す
る
。

　
学
生
が
伸
び
伸
び
と
学
習
に
専
念
で
き
、い

ろ
ん
な
人
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
交
わ

せ
る
知
的
な
出
会
い
の
場
と
し
、地
域
に
も
開

放
さ
れ
た
図
書
館
と
な
る
こ
と
を
願
っ
て
い

る
。

　
総
工
費
６
億
円
を
投
じ
る
計
画
で
、そ
の

内
、1
億
３
千
万
円
を
募
金
の
目
標
と
し
て
お

り
ま
す
。

皆
様
の
ご
協
力
を
切
に
お
願
い
す
る
と
こ
ろ

で
ご
ざ
い
ま
す
。

　「
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ

ン
」「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
」「
コ
ン
セ
ン

ト
レ
ー
シ
ョ
ン
」を
設

計
の
テ
ー
マ
と
し
て
学
生
会
館
に
隣
接
し
て

建
設
さ
れ
る
新
図
書
館
は
、単
な
る
本
の
集
積

や
静
粛
な
学
習
の
場
で
は
な
く
、歴
史
を
超
え

て
集
積
さ
れ
た「
知
」と
現
代
の「
知
」と
が
衝

突
融
合
し
、新
た
な
尚
絅
の「
知
」が
生
み
出
さ

れ
る
動
的
な
場
所
で
す
。

　
２
階
に
あ
る
入
口
を
入
る
と
卵
型
の
通

路
に
沿
っ
て
ブ
ラ
ウ
ジ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
や
絵

本
コ
ー
ナ
ー
、グ
ル
ー
プ
学
習
室
、Ａ
Ｖ
コ
ー

ナ
ー
、雑
誌
ス
ペ
ー
ス
な
ど
が
配
置
さ
れ
て
い

ま
す
。
木
製
の
階
段
を
降
り
る
と
１
階
に
は

吹
抜
の
広
が
る
開
架
閲
覧
室
や
総
合
カ
ウ
ン

タ
ー
、レ
フ
ァ
レ
ン
ス（
参
考
図
書
）コ
ー
ナ
ー
、

デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ラ
ウ
ン
ジ（
多
目
的
展
示
ス

ペ
ー
ス
）、閲
覧
席
、学
習
室
、周
密
書
架
が
並

び
ま
す
。
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
や
身
障
者
用
ト
イ

レ
の
設
置
な
ど
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
に

も
配
慮
し
ま
し
た
。
省
エ
ネ
面
で
も
冷
房
負

荷
を
減
ら
す
工
夫
を
し
て
お
り
ま
す
。

　
図
書
館
ス
タ
ッ
フ
一
同
、尚
絅
の
知
の
シ
ン

ボ
ル
と
な
る
よ
う
工
夫
と
努
力
を
重
ね
て
ま

い
る
所
存
で
す
の
で
、皆
様
の
ご
支
援
と
ご
協

力
を
切
に
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
な
お
、地

域
住
民
の
皆
様
、学
生
・
教
職
員
の
皆
様
に
は

工
事
中
は
騒
音
な
ど
で
ご
迷
惑
を
お
か
け
す

る
こ
と
も
あ
る
か
と
思
い
ま
す
が
、よ
ろ
し
く

ご
協
力
頂
き
ま
す
よ
う
重
ね
て
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

出
会
い
と
、交
流
。

つ
な
が
り
を
作
る
図
書
館
。

そ
れ
が
コ
ン
セ
プ
ト
で
す
。

大
学
図
書
館
建
設
に

向
け
て
の
挨
拶

常
務
理
事
　
　
　
上
西
　
義
昭

よ
り
多
く
の
学
習
活
動
を
。

そ
の
思
い
が
形
に
。

誰でも利用でき、交流できる。
尚絅学院大学が発信する、
コラボレート図書館計画。

大
学
新
図
書
館
に
つ
い
て

図
書
館
長
　
阿あ

る

た

き

留
多
伎 

眞ま

こ

と人

法人事務局募金事務室

大学図書館建設募金要項

本館から中庭を挟んだ西側で、学生会館の北側に位置する。
周辺一帯は緑に囲まれ、「緑との調和」を目指し環境もいい。

尚絅学院大学図書館（仮称）外観パース

ン
。
個
人
の
学
習
・
レ
ポ
ー
ト
作
成
が

で
き
る
閲
覧
席
や
よ
り
集
中
で
き
る
静

寂
な
学
習
室
を
設
け
ま
す
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
Ｃ
が
、そ
れ
ぞ
れ
有
機

的
な
連
携
が
で
き
る
よ
う
配
置
し
、大

学
図
書
館
と
し
て
学
術
活
動
の
ア
ク

テ
ィ
ビ
テ
ィ
を
活
発
化
、「
知
」を
媒
介

と
し
た
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
づ
く
り
を
支
援
し
ま
す
。

　
ま
た
、絵
本
コ
ー
ナ
ー
や
中
庭
に
面

し
た
閲
覧
席
な
ど
地
域
住
民
の
方
も
、

気
軽
に
利
用
、交
流
で
き
る
ス
ペ
ー
ス

を
設
け
る
な
ど
、誰
で
も
コ
ラ
ボ
レ
ー

ト
で
き
る
図
書
館
と
な
る
計
画
で
す
。

　
新
図
書
館
は
、２
０
０
９
年
９
月
の

開
館
予
定
で
す
。

ブラウジングコーナー、絵本コーナーから、雑誌閲覧コーナー、コミックコーナーへと「回遊のプロムナード」
にて結びます。パース右側は吹き抜けになっており、２階から階下を見渡すことが出来ます。

内観パース（2階部分）

デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
ラ
ウ
ン
ジ

学
習
室

1階フロア
見取り図

1個別
閲覧室1

2

個別
閲覧室2

2

集密
書架室

3
集密
書架室

3

4

何
が

ある
かな？

のぞいてみよ

う
！

1
新たな知識と発見を喚
起するラウンジ。書店で
見かける新刊、作家紹介
などを行うコーナーで、
最新の情報を提供。パソ
コンも設置。

2
館内４ヵ所のさまざまな
コラボレーションを促す
小ルーム。静かに利用し
たい時、討論などに。

4
静かな場所で学習する
ための環境を用意。調べ
物、自習などに。

5
尚絅学院の創設者ブゼ
ル先生の資料を収めた
スペース。
近くの階段は「エラ・
オー・パトリックホーム
の階段」を摸したデザ
インになる。

ブゼル文庫5

3
集密書架室・移動式書架
により、大量の蔵書を収
納可能。

3C
C o l l a b o r a t i o n

コ ラ ボ レ ー シ ョ ン

C o m m u n i c a t i o n
コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン

C o n c e n t r a t i o n
コ ン セ ン ト レ ー シ ョ ン

コラキューブという個室

空間を生かして交流できる閲覧室

広い閲覧室や学習室

キーワードは

大学図書館建設
大学院を設置し、個性あふれる５つの学科へと発展した大学のキャ
ンパスに、教育・研究の中心を担うにふさわしい図書館を建設します。

建設規模 2,337平方メートル
鉄筋コンクリート造２階建て　内部意匠は木造構造
閲覧室　２００席　収容冊数　２０万冊

利 用 者 学生・教職員の他、市民の方々にも開放します。

工事計画 ２００９年１月着工　２００９年８月竣工予定

建設事業費 ６億円（内１億３千万円を募金目標とします）

エントランス、それぞれのブロック、コラキューブ（個別
閲覧室）、テラス、EVを回遊するインナープロムナード
（フランス語で「散歩」あるいは「散歩の場所」を意味す
る語）。

6

7 8 9 10

12

11
コミックを閲覧できる
コーナー。

パソコンを各コーナー
に点在させ、コーナーに
合わせた利用を促す。

雑誌閲覧コーナー。
学術系の雑誌を閲覧で
きる。

ブラウジングコーナー。
新聞や一般的雑誌を閲
覧できる。

子どもへの読み聞かせ
もできる、開放的な絵本
コーナー。

授業や地域開放に活用
できる学習室。

コミック
コーナー

7

雑誌閲覧
コーナー

9

グループ
学習室

11

絵本
コーナー

12

個別
閲覧室3

2

個別
閲覧室4

2

AV
コーナー

8

回遊の
プロムナード

6

振込（払込）用紙を準備しております。必要事項をご記入の上、下記の
銀行をご利用下さい。振込手数料は必要ございません（受取人負担）。

募金期間

２００８年 ６月１日～２００９年 １２月３１日
寄付の方法

口座名　学校法人尚絅学院募金事務局
●ゆうちょ銀行（郵便局）　口座番号 ０２２２０－８－４３４３３
●七十七銀行  長町支店　口座番号 普通預金 ５７４４１０５  

ご協力よろしくお願いいたします

電話…022-381-3334
mail…bokin@shokei.ac.jp

募金についての連絡
問い合わせ先

ブラウジング
コーナー

10

集密
書架室

3

書　架
書　架
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子
羊
か
ら
の

一
通
の
手
紙

004

第
4
回

ある日の
橘由加香

さんを追
う！

TIME SCHEDULE

5:30 起床

6:00

9:00

10:00

13:00

授業開
始

昼食

20:00

大学へ
出勤

夕食

21:00 ニュー
スを見

る、読書

00:00 就寝

朝食、メ
ールチ

ェック
、

日本と
のウェ

ブ会議

14:00 授業、
アドバ

イジン
グ

15:00 会議、
研究

17:00 ジムで
エクサ

サイズ

19:00 帰宅

分
生
き
る
。

こ
れ
が
私

の
モ
ッ
ト
ー

で
す
。つ
ま

り
目
標
を

決
め
た
の

な
ら
、そ
こ

に
到
達
で

き
る
よ
う

に
作
戦
を

練
っ
て
行
動

に
移
す
。勉

強
や
仕
事

す
る
時
は
徹
底
し
て
や
る
。遊
ぶ
と
き

は
徹
底
し
て
遊
ぶ
。逆
境
に
ぶ
つ
か
っ

た
時
は
落
ち
込
ん
で
い
な
い
で
、で
き

る
だ
け
早
く
回
復
す
る
。
諦
め
も
肝

心
。私
の
人
生
は「
七
転
び
八
起
き
」で

き
ま
し
た
。何
回
転
ん
で
も
最
後
に
は

起
き
上
が
れ
る
、そ
ん
な
生
き
方
が
で

き
る
女
性
に
な
れ
る
よ
う
に
自
分
を

磨
い
て
い
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
私
は
高
校
生
の
時
、「
生
き
る
意
味
」を
求

め
て
、幼
い
こ
ろ
に
祖
母
に
連
れ
て
行
っ
て

も
ら
っ
た
教
会
に
再
び
通
い
始
め
ま
し
た
。

し
か
し
、高
校
の
世
界
史
の
授
業
で
聞
い
た

「
予
定
説
」の
紋
切
り
型
の
理
解
が
邪
魔
を

し
て
、心
か
ら
神
を
信
じ
る
と
告
白
す
る
こ

と
は
で
き
な
い
で
い
ま
し
た
。

　
大
学
１
年
の
春
休
み
、習
い
た
て
の
中

国
語
を
試
し
て
み
よ
う
と
、４
週
間
ほ
ど

中
国
を
旅
行
し
ま
し
た
。荷
物
を
軽
く
す

る
た
め
、本
は
新
約
聖
書
１
冊
だ
け
に
し
ま

し
た
。南
京
の
ホ
テ
ル
で
聖
書
を
読
ん
で
い

た
時
、冒
頭
の
聖
句
が
私
の
心
に
強
い
一
撃

を
加
え
た
の
で
す
。こ
れ
は
イ
ザ
ヤ
書
６
章

９
・
10
節
の
引
用
で
、ど
の
共
観
福
音
書
に

も
引
用
さ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。つ
ま
り
、

私
は
３
つ
の
福
音
書
を
読
ん
だ
時
に
は
素

通
り
し
て
い
た
の
を
、ヨ
ハ
ネ
に
き
て
初
め

て
気
づ
か
さ
れ
た
と
い
う
わ
け
で
す
。

　
こ
こ
に
目
が
止
っ
た
時「
そ
れ
は
お
前
の

こ
と
だ
」と
い
う
声
が
聞
こ
え
ま
し
た
。そ
の

印
象
は
極
め
て
強
烈
で
し
た
。そ
れ
は
ち
ょ

う
ど
ル
タ
ー
が「
聖
書
か
ら
語
り
か
け
る

声
」と
呼
び
、他
の
キ
リ
ス
ト
者
が「
内
な
る

声
」と
呼
ん
だ
も
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
私
は
、聞
い
て
も
聞
こ
う
と
し
て
い
な

か
っ
た
自
分
に
気
づ
き
、自
分
の
罪
深
さ
に

衝
撃
を
受
け
ま
し
た
。こ
う
し
て
帰
国
し
た

直
後
、牧
師
に
受
洗
希
望
を
申
し
上
げ
イ
ー

ス
タ
ー
に
洗
礼
を
受
け
た
わ
け
で
す
。「
あ

な
た
に
こ
の
こ
と
を
現
し
た
の
は
、人
間
で

は
な
く
、わ
た
し
の
天
の
父
な
の
だ
」（
マ
タ

イ
16
章
17
節
）と
確
信
し
て
い
ま
す
。

　
今
の
自
分
と
周
囲
の
状
況
を
見
る
と
き
、

「
見
て
も
見
ず
、聞
い
て
も
聞
か
ず
、悔
い
改

め
る
こ
と
が
な
い
」こ
と
は
現
実
に
た
く
さ

ん
あ
る
と
思
い
ま
す
。

し
か
し
、人
間
の
知
恵
な
ど
神
の
前
で
は
取

る
に
足
ら
な
い
も
の
で
す
し
、隠
れ
て
い
る

も
の
で
顕
に
な
ら
な
い
も
の
は

あ
り
ま
せ
ん
。全
て
を
神
が
導

か
れ
る
こ
と
を
信
じ
ま
す
。

「
神
は
彼
ら
の
目
を
見
え
な
く
し
、そ
の
心
を
か
た
く
な
に
さ
れ
た
。

こ
う
し
て
、彼
ら
は
目
で
見
る
こ
と
な
く
、心
で
悟
ら
ず
、

立
ち
帰
ら
な
い
。わ
た
し
は
彼
ら
を
い
や
さ
な
い
。」

                                                 
    

（
ヨ
ハ
ネ
12
・
40
）

中
高
教
員

佐
々
木
達
也

そふとめん
COCOA

中高事務職員　菊地　圭司

　
私
が
こ
の
上
な
く
楽
し
み
に
し
て
い
た

給
食
の
思
い
出
に
つ
い
て
お
話
さ
せ
て
頂

き
ま
す
が
、こ
の
内
容
に
全
く
興
味
の
な
い

方
は
ご
勘
弁
下
さ
い
。も
し
少
し
で
も
共

感
、懐
か
し
ん
で
頂
け
る
の
で
し
た
ら
幸
い

で
す
。　

　
ま
ず
保
育
所
ま
で
遡
り
ま
す
が
、給
食
と

い
う
よ
り
、お
昼
の
お
か
ず
に
時
折
出
さ
れ

た
鯨
肉
の
竜
田
揚
げ
、お
昼
寝
の
後
に
頻
繁

に
出
さ
れ
た
暖
か
い
コ
コ
ア
最
高
で
し
た
。

そ
れ
も
食
器
は
全
て
ア
ル
マ
イ
ト
（
古
）。

　
次
に
小
学
校
時
代
、も
し
人
気
の
お
か
ず

や
牛
乳
（
今
で
は
パ
ッ
ク
牛
乳
が
主
で
す

が
、中
学
ま
で
頑
な
に
瓶
で
し
た
）、デ
ザ
ー

ト
等
が
余
っ
た
ら
、先
着
順
、希
望
者
多
数

の
場
合
は
じ
ゃ
ん
け
ん
で
決
め
て
い
ま
し

た
。我
先
ば
か
り
と
の
猛
者
揃
い
で
し
た

の
で
（
自
分
も
そ
の
一
人
）、早
食
い
競
争

で
タ
イ
ム
を
競
う
の
が
常
で
し
た
。揚
げ
パ

ン
、鳥
の
竜
田
揚
げ
（
揚
げ
物
ば
っ
か
り
）、

ソ
フ
ト
麺
（
汁
も
の
に
入
れ
て
食
べ
ま
し

た
。皆
さ
ん
の
学
校
で
も
出
ま
し
た
か
？
）、

定
番
の
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
、嗚
呼
あ
の
時
代
に

戻
り
た
い
。

　
米
飯
給
食
は
確
か
高
学
年
の
頃
だ
っ
た

で
し
ょ
う
か
。先
生
が
均
等
に
寄
り
分
け
て

く
れ
ま
し
た
（
個
々
の
容
器
で
は
な
く
大

き
な
御
櫃
に
ご
飯
が
入
っ
て
い
ま
し
た
。さ

す
が
に
こ
の
頃
は
脱
ア
ル
マ
イ
ト
食
器
）。

　
他
き
り
が
な
い
の
で
中
学
校
へ
と
移
り

ま
す
。給
食
は
そ
の
ま
ま
で
す
が
、土
曜
日

は
お
弁
当
に
。た
だ
な
ぜ
か
牛
乳
だ
け
は
出

ま
し
た
。そ
の
時
出
さ
れ
た
入
れ
る
と
コ
ー

ヒ
ー
味
に
な
る
ミ
ル
メ
ー
ク
な
る
粒
状
の

代
物
に
は
感
動
し
ま
し
た
。以
上
、と
り
と

め
の
な
い
事
ば
か
り
で
恐
縮
で
す
。柔
道
の

石
井
慧
選
手
の
言
葉
で
は
な
い
で
す
が
、

「
給
食
最
高
」。あ
り
が
と
う
「
給
食
」。

懐かしの給食

鯨肉に甘い揚げパン
汁に入れたソフト麺。
今も懐かしく、
ご馳走のあの味。

　
き
っ
か
け
は
、ア
メ
リ
カ
大
学
・
大

学
院
に
留
学
し
て
学
位
を
修
得
し
た

時
に
、大
学
教
員
の
道
を
考
え
始
め
ま

し
た
。総
合
大
学
と
い
う
学
術
研
究
施

設
の
中
で
、自
分
の
リ
サ
ー
チ
し
て
き

た
事
柄
を
、授
業
で
学
生
達
や
生
涯
学

習
大
学
な
ど
の
成
人
に
指
導
し
て
い

き
た
い
と
思
っ
た
か
ら
で
す
。大
学
で

は
教
員
を
し
な
が
ら
研
究
も
続
け
て

い
け
る
の
が
魅
力
で
す
。

　
モ
ン
タ
ナ
大
学
と
い
う
と
こ
ろ
で

15
年
日
本
語
教
育
に
携
わ
っ
て
き
ま

し
た
。日
本
語
専
攻
の
学
生
は
２
年
勉

強
し
て
か
ら
、日
本
の
大
学
に
留
学
を

希
望
す
る
の
で
、２
年
以
内
に
中
級
レ

ベ
ル
の
日
本
語
力
に
さ
せ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
の
で
、毎
日
最
低
で
も
２
、

３
時
間
の
宿
題
、週
に
最
低
で
も
２
、

３
回
の
ク
イ
ズ
等
で
し
ご
き
ま
す
が
、

学
生
の
真
剣
さ
に
は
毎
日
圧
倒
さ
れ

ま
し
た
。

　
や
は
り
佐
藤
真
理
先
生
の
２
年
生

の
時
の
英
語
の
授
業
が
一
番
の
思
い

出
で
す
。授
業
で
受
験
英
語
の
対
策
問

題
に
つ
い
て
指
導
を
受
け
ま
し
た
が
、

今
で
も
あ
の
授
業
は
印
象
に
の
こ
っ

て
い
ま
す
。受
験
英
語
対
策
と
真
理
先

生
の
人
生
に
つ
い
て
の
雑
談
話
、こ
の

対
照
的
な
2
つ
の
コ
ン
ビ
ネ
ー
シ
ョ

ン
の
授
業
は
と
て
も
思
い
出
深
い
で

す
。ま
だ
16
歳
ぐ
ら
い
の
小
娘
で
し
た

が
、お
そ
ら
く
授
業
を
と
お
し
て
、佐

藤
真
理
先
生
と
い
う
人
格
に
興
味
を

ひ
か
れ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　
人
生
は
１
回
き
り
し
か
な
い
の
だ

か
ら
、ゴ
ー
ル
、夢
を
持
っ
て
思
う
存

こ
の
仕
事
を
選
ん
だ

き
っ
か
け
は
？

一度の人生を、
思う存分生きる。
最後には起き
上がる生き方を、
そう思います。

仕
事
上
の
印
象
的
な

エ
ピ
ソ
ー
ド
は
？

東
北
大
学
准
教
授
・
モ
ン
タ
ナ
大
学
兼
任

橘
　
由
加
さ
ん

１
９
７
９
年 

尚
絅
学
院
高
等
学
校
卒
業

Yuka Tachibana
尚
絅
時
代
の
思
い
出
　

夢
を
追
う
尚
絅
生
に

ア
ド
バ
イ
ス
を

23才の時に、初めてアメリカのノースキャロラ
イナ州の大学に留学する。
その後、カリフォルニア州立大学ドミンゲス校
修士課程終了。モンタナ大学にて、教鞭をとる。
東北大学言語情報学博士課程終了。後に、東北
大学高等教育開発推進センター勤務。



各
学
校
か
ら
の
お
知
ら
せ

情
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掲
示
板

吐
く
息
も
真
っ
白
に
な
り
、冬
の
訪
れ
を
感
じ
る
こ
の
頃
。

こ
の
秋
校
内
で
は
運
動
会
や
、文
化
祭
な
ど
の
行
事
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

ス
ポ
ー
ツ
に
芸
術
に
と
、沢
山
の
思
い
出
を
振
り
返
り
、

新
し
い
年
を
感
謝
と
供
に
迎
え
た
い
で
す
ね
。
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北
国
か
ら
初

雪
の
た
よ
り
が

届
き
、吐
く
息
が

だ
い
ぶ
白
く
感
じ

ら
れ
る
11
月
７
日

（
金
）の
夕
刻
、名

取
校
舎
の
学
生
会

館
に
お
い
て
小
林

孝
男
宗
教
主
任
司
式
の
も
と
、1
1
6
回
目

の
創
立
記
念
教
職
員
礼
拝
が
厳
か
に
執
り

行
わ
れ
ま
し
た
。創
立
記
念
礼
拝
で
は
、佐

藤
信
義
校
長
が「
希
望
の
教
育
」と
題
す
る

講
演
を
行
い
、尚
絅
に
学
ぶ
学
生
、生
徒
、

園
児
ら
に
キ
リ
ス
ト
教
教
育
を
述
べ
伝
え

る
こ
と
の
意
義
と
、隣
人
を
愛
し
他
者
の

中
に
生
き
る
こ
と
の
大
切
さ
を
述
べ
ら
れ

ま
し
た
。ま
た
、我
々
は
神
に
用
い
ら
れ
生

き
る
こ
と
、そ
う
願
い
生
き
る
こ
と
が
重

要
で
あ
る
と
結
び
の
言
葉
で
述
べ
ら
れ
ま

し
た
。（
企
画
調
整
課
　
今
田
和
人
）

　
今
年
度
は
、40
年
１
名
、30
年
１
名
、20

年
４
名
、10
年
５
名
、計
11
名
の
方
々
が
表

彰
さ
れ
、加
藤
正
名
理
事
長
よ
り
表
彰
状

と
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
８
月
11
日（
月
）第
２
回
目
と
な
る「
建

学
の
精
神
研
修
会
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

主
題
講
演
と
し
て
宍
戸
学
院
長
よ
り「
現

代
に
建
学
の
精
神
は
ど
う
生
か
さ
れ
て
い

る
か
」と
題
し
た
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。私

立
学
校
教
育
の
根
幹
を
成
す
も
の
と
し
て

定
め
ら
れ
る
建
学
の
精
神
の
具
現
化
の
た

め
、本
学
院
の
各
学
校
が
取
り
組
ん
で
い

る
、礼
拝
や
そ
の
他
の
キ
リ
ス
ト
教
行
事

と
い
っ
た
宗
教
活
動
の
現
状
や
課
題
等
に

つ
い
て
具
体
的
に
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　
第
２
部
で
は
東
北
学
院
大
学
名
誉
教
授
、

浅
見
定
雄
氏
を
招
い
て「
カ
ル
ト
宗
教
の

信
者
学
生
及
び
生
徒
に
ど
う
対
処
す
れ
ば

よ
い
の
か
」と
題
し
て
講
演
い
た
だ
き
ま
し

た
。カ
ル
ト
宗

教
の
現
状
を

実
例
に
基
づ

き
お
話
し
い

た
だ
い
た
興

味
深
い
も
の

で
し
た
。

（
企
画
調
整
課

　
阿
部
祐
子
）

　
10
月
18
日

（
土
）、
爽
や

か
な
秋
晴
れ

の
下
、
保
護

者
や
、
地
域

の
方
と
ふ
れ

あ
い
を
目
的

に
行
わ
れ
ま

し
た
。
年
少

組
は
手
作
り

の
金
魚
す
く

い
や
水
ヨ
ー

ヨ
ー
な
ど
で
未
就
園
児
を
お
も
て
な
し
、

年
中
組
は
歌
や
手
遊
び
、ダ
ン
ス
で
盛
り

上
げ
て
く
れ
、年
長
組
は
、お
父
さ
ん
た
ち

と
関
わ
り
な
が
ら
ア
ウ
ト
ド
ア
ク
ッ
キ
ン

グ
で
腕
を
振
る
っ
て
く
れ
ま
し
た
。年
少

さ
ん
は
、し
て
も
ら
っ
て
い
た
側
か
ら
し

て
あ
げ
る
側
と
し
て
、年
中
さ
ん
は
ク
ッ

キ
ン
グ
に
忙
し
い
年
長
さ
ん
の
分
も
カ

バ
ー
す
る
ホ
ス
ト
役
と
し
て
、年
長
さ
ん

は
み
ん
な
を
招
待
す
る
と
い
う
意
識
を
持

ち
、は
つ
ら
つ
と
し
た
表
情
か
ら
は
満
足

感
が
感
じ
取
れ
ま
し
た
。内
容
を
決
め
る

段
階
か
ら
役
割
分
担
、本
番
に
至
る
準
備

ま
で
子
ど
も
た
ち
が
軸
と
な
っ
て
、み
ん

な
で
創
り
上
げ
た
感
バ
ッ
チ
リ
の
ハ
ッ

ピ
ー
ラ
ン
ド
と
な
り
、達
成
ま
で
の
プ
ロ

セ
ス
を
大
切
に
す
る
尚
絅
幼
稚
園
ら
し

さ
を
感
じ
ま
し
た
。当
日
参
加
し
た
皆
が

ハ
ッ
ピ
ー
に
な
れ
た
１
日
で
し
た
。

（
ば
ら
組
保
護
者
　
木
村
さ
お
り
）

そ
の
後
、
隣

室
に
会
場
を

移
し
て
の
茶

話
会
で
は
、

佐
々
木
公
明

学
長
の
乾

杯
の
ご
発
声

を
合
図
に
、

テ
ー
ブ
ル
を

囲
ん
で
の
歓

談
の
時
を
得

ま
し
た
。表
彰
さ
れ
た
方
々
の
ス
ピ
ー
チ

で
は
、各
々
が
興
味
深
い
エ
ピ
ソ
ー
ド
を

披
露
さ
れ
会
場
の
笑
い
を
誘
い
ま
し
た
。

会
は
終
始
和
や
か
な
雰
囲
気
で
進
行
し
、

宍
戸
朗
大
学
院
長
の
閉
会
の
言
葉
を
も
っ

て
、盛
況
の
う
ち
に
閉
じ
ら
れ
ま
し
た
。

（
企
画
調
整
課
　
今
田
和
人
）

　
今
年
度
、永
年
勤
続
表
彰
を
受
け
ら
れ

た
の
は
以
下
の
方
々
で
す
。（
敬
称
略
）

40
年
勤
続
者

　
梅
津
義
宣（
大
学
教
員
）

30
年
勤
続
者

　
石
田
一
彦（
大
学
教
員
）

20
年
勤
続
者

　
會
澤 

ま
り
え（
大
学
教
員
）　

　
桂 

重
樹（
大
学
教
員
）

　
大
沼 

良
彰（
中
・
高
教
員
）　

　
長
田 

可
奈（
中
・
高
教
員
）

10
年
勤
続
者

　
今
野 

暁
子（
大
学
教
員
）　

　
田
島 

裕
之（
大
学
教
員
）

　
馬
場 

た
ま
き（
大
学
教
員
）　

　
安
井 

猛（
大
学
教
員
）

　R
ic
h
a
rd
 P
a
u
l M
e
re
s

（
中
・
高
教
員
）

　
台
風
で
天
候
が
心
配
さ
れ
た
９
月
20
日

（
土
）、空
は
晴
れ
わ
た
り
元
気
い
っ
ぱ
い
、

プ
レ
イ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
ト
ッ
プ
は
年
長
組
の
跳

び
箱
、鉄
棒
、縄
跳
び
の
大
技
で
し
た
。つ
づ

く
た
ん
ぽ
ぽ
組
の
か
っ
こ
い
い
新・

・

・
幹
線
、

ち
ゅ
う
り
っ
ぷ
組
の
か
わ
い
い
し・

・

・
ず
く
達
、

そ
し
て
す
み
れ
組
の
あ
ど
け
な
い
な
が
ら

も
全
力
で
プ
レ
イ
す
る
姿
に
思
わ
ず
笑
顔

が
こ
ぼ
れ
ま
し
た
。ラ
ス
ト
の
年
長
組
の
ダ

ン
ス
と
リ
レ
ー

は
子
ど
も
た
ち

が
力
を
合
わ
せ

て
最
後
ま
で
頑

張
り
ま
し
た
。

私
も
つ
い
、
涙

が
で
て
、「
が
ん

ば
れ
。」の
声
も

震
え
て
し
ま
い

ま
し
た
。

　
た
く
さ
ん

の
パ
ワ
ー
を
く

れ
た
子
ど
も
た

ち
に
感
謝
し
ま

す
。

（
ゆ
り
組
保
護

者
　
尾
方
理

恵
）

　
幼
稚
園
で
は
、お
誕
生
会
の
お
祝
い
と
し

て
、ク
ラ
ス
ご
と
に
毎
月
お
や
つ
作
り
を
し

て
い
ま
す
。メ
ニ
ュ
ー
は
ク
ラ
ス
で
意
見
を

出
し
合
い
決
定
し
て
い
き
ま
す
。

　
初
め
は
、プ
リ
ン
や
ゼ
リ
ー
の
簡
単
な
メ

ニ
ュ
ー
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と
が
多
い

の
で
す
が
、経
験
を
重
ね
て
い
く
と
パ
ン
、

肉
ま
ん
、ラ
ー
メ
ン
な
ど
へ
と
レ
ベ
ル
ア
ッ

プ
し
て
い
き
ま
す
。ま
た
、ア
ウ
ト
ド
ア

ク
ッ
キ
ン
グ
も
楽
し
め
る
よ
う
に
な
っ
て

き
て
い
る
こ
ど
も
た
ち
で
す
。

　
お
い
し
い
も
の
を
食
べ
る
う
れ
し
さ
は

も
ち
ろ
ん
で
す
が
、メ
ニ
ュ
ー
の
決
定
、お

料
理
の
過
程

共
に
子
ど
も

た
ち
に
と
っ

て
は
ワ
ク
ワ

ク
す
る
楽
し

み
な
活
動
に

な
っ
て
い
ま

す
。（
幼
稚
園

教
員
　
坂
本

由
佳
里
）

幼
稚
園

青
空
の
し
た
、元
気
い
っ
ぱ
い
に
頑
張
り
ま
し
た

プ
レ
イ

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

法
人
事
務
局

建
学
の
精
神
研
修
会

創
立
記
念
礼
拝

そ
の
他
の
行
事
報
告

（
幼
稚
園
で
行
わ
れ
た
そ
の
他
の
行
事
で
す
）

永
年
勤
続
者
表
彰
式

み
ん
な
で
作
っ
た
楽
し
い
１
日

ハ
ッ
ピ
ー
ラ
ン
ド

今
回
も
お
い
し
く
で
き
ま
し
た
！

お
や
つ
作
り

　　
今
年
の
校
外
学
習（
10
月
15
日（
水
）〜
17

日（
金
））は
、ア
イ
ヌ
の
学
習
、三
浦
綾
子
記

念
館
、旭
山
動
物
園
、札
幌
交
通
公
園
、自
主

研
修
、開
拓
村
な
ど
、盛
り
だ
く
さ
ん
な
２
泊

３
日
の
旅
で
し
た
。ど
の
見
学
地
も
、皆
真
剣

に
話
を
聞
き
、ア
イ
ヌ
の
体
験
学
習
も
積
極

的
に
参
加
す
る
事
が
出
来
ま
し
た
。

　
学
ん
だ
事
は
、ア
イ
ヌ
の
伝
統
的
な
口
承

文
芸
や
踊
り
、開
拓
に
伴
っ
て
制
圧
さ
れ
た

ア
イ
ヌ
の
歴
史
、そ
れ
と
対
極
に
、開
拓
に
つ

い
て
の
話
、ク
リ
ス
チ
ャ
ン
で
あ
る
三
浦
綾

子
の
作
品
の
内
容
な
ど
で
、私
た
ち
は
こ
れ

ら
の
事
を
、「
校
外
学
習
報
告
会
」に
む
け
て

ま
と
め
る
作
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
北
海
道
は
、み
ん
な
で
行
け
る
最
後
の
校

外
学
習
な
の
で
、た
く
さ
ん
の
た
の
し
い
思

い
出
を
作
る
事
が
出
来
ま
し
た
。グ
ル
ー
プ

で
の
活
動
、全
体
で
の
活
動
、お
互
い
に
楽
し

さ
を
共
有
し
あ
う
喜
び
と
、思
い
や
り
を
持

ち
な
が
ら
の
２
泊
３
日
の
生
活
は
、一
層
絆

を
深
め
あ
う
事
が
出
来
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、一
番
感
動
し
た
の
は
、10
分
前
行

動
の
達
成
率
が
ほ

ぼ
1
0
0
パ
ー
セ

ン
ト
だ
っ
た
こ
と

で
す
。こ
の
１
年
で

こ
れ
だ
け
成
長
で

き
た
こ
と
で
凄
く

３
年
生
と
し
て
の

自
覚
が
出
来
て
き

て
こ
と
を
感
じ
ま

し
た
。

（
３
A
  高
橋
清
彩
）

校
外
学
習

　
８
月
29
日（
金
）・
30
日（
土
）に
行
わ
れ
た

尚
絅
祭
は
、前
日
雨
と
い
う
予
報
で
し
た
が
、

み
ん
な
の
願
い
が
叶
い
、共
学
最
初
の
文
化

祭
を
晴
れ
の
中
で
幕
を
開
け
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　
全
校
生
が
参
加
で
き
、そ
れ
ぞ
れ
の
個

性
が
光
る
文
化
祭
を
つ
く
る
事
を
目
標
に
、

今
年
の
テ
ー
マ
は
、《
百
花
繚
乱
〜
夢
に
と

き
め
け
、明
日
に
き
ら
め
け
》に
し
ま
し
た
。

ま
た
今
年
は
文
実
S
T
A
F
F
が
６
人
と

い
う
と
て
も
少
な
い
状
況
で
し
た
が
、文
実

S
T
A
F
F
も
含
め
文
実
委
員
が
当
日
ま

で
１
人
１
人
が
協
力
し
合
い
な
が
ら
様
々
な

案
や
意
見
を
た
く
さ
ん
出
し
、文
化
祭
を
企

画
・
運
営
し
て
い
き
ま
し
た
。

　
夏
休
み
前
か
ら
ク
ラ
ス
ご
と
に
T
シ
ャ
ツ

を
作
っ
た
り
、駄
菓

子
販
売
や
カ
フ
ェ
、

ダ
ン
ス
、お
化
け
屋

敷
、
バ
ン
ド
発
表
、

ソ
ー
ラ
ン
節
な
ど

企
画
の
準
備
を
し

て
き
ま
し
た
。文
化

祭
当
日
、完
成
し
た

も
の
を
お
客
さ
ん

が
喜
ん
で
く
れ
、実

際
に
自
分
た
ち
の

目
で
見
て
、準
備
し

た
こ
と
を
十
分
に

発
揮
し
た
と
感
じ

る
こ
と
が
で
き
た

か
ら
こ
そ
、当
日
は

そ
の
他
の
行
事
報
告

（
中
学
校
で
行
わ
れ
た
そ
の
他
の
行
事
で
す
）

イングリッシュキャンプ
8月21日（木）・22日（金）

高
等
学
校

協
力
し
合
い
な
が
ら
成
功
し
ま
し
た
！

尚
絅
祭

尚
絅
生
１
人
１
人
が
笑
顔
に
な
っ
て
い
た
の

だ
と
思
い
ま
す
。私
も
そ
の
笑
顔
を
見
て
と

て
も
嬉
し
く
な
り
ま
し
た
。

　
こ
ん
な
素
晴
ら
し
い
尚
絅
祭
を
成
功
す
る

こ
と
が
で
き
た
の
も
、文
実
S
T
A
F
F
・
文

実
委
員
・
尚
絅
生
の
み
ん
な
・
先
生
方
・
尚
絅

祭
に
関
わ
っ
た
す
べ
て
の
方
の
お
か
げ
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

（
文
化
祭
実
行
委
員
長
　
大
宮
美
緑
）

　
９
月
５
日（
金
）青
年
文
化
セ
ン
タ
ー
で

カ
ウ
ン
タ
ー
テ
ノ
ー
ル「
米
良
美
一
コ
ン

サ
ー
ト
」が
２
回（
生
徒
対
象
と
Ｐ
Ｔ
Ａ
、同

窓
生
対
象
）開
催
さ
れ
ま
し
た
。コ
ン
サ
ー

ト
は
中
高
合
唱
団
と
３
年
６
組
、聖
ド
ミ
ニ

コ
学
院
小
学
校
に
よ
る
ト
ー
ン
チ
ャ
イ
ム
、

そ
し
て
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
と
の
共
演
の『
も
の

の
け
姫
』か
ら
始
ま
り
、オ
ペ
ラ
や
サ
テ
ィ

の
曲
、そ
し
て
中
田
喜
直
の『
か
ん
ぴ
ょ
う
』

や『
待
ち
ぼ
う
け
』な
ど
。生
徒
た
ち
は
す

べ
て
の
曲
が
、そ
れ
ぞ
れ
印
象
深
く
残
っ
た

よ
う
で
す
。会
場
の
隅
々
ま
で
言
葉
が
伝
わ

り
、心
に
響
く

演
奏
だ
け
で

は
な
く
、„
生

き
る“
と
い
う

こ
と
を
語
っ
て

く
だ
さ
い
ま

し
た
。心
が
動

く
、お
話
と
演

奏
で
し
た
。

（
中
高
教
員
　

鈴
木
優
子
）

収穫感謝礼拝
11月7日(金）

天文台見学（1年）
10月29日(水）

生徒総会
10月31日(金）

フィールドワーク（1年）
10月15日(水）～17日（金）

素
晴
ら
し
い
歌
声
を
あ
り
が
と
う
！

芸
術
鑑
賞
祭

中
学
校
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校
か
ら
の
お
知
ら
せ

情
報
掲
示
板

な
る
た
め
に
、ま
た
留
学
生
と
家
族
が
打
ち

解
け
る
た
め
に
い
つ
も
辞
書
や
ド
イ
ツ
語

の
本
を
片
手
に
出
来
る
だ
け
正
確
に
伝
え
、

相
手
の
言
葉
を
よ
く
聞
く
よ
う
に
努
力
し

ま
し
た
。留
学
生
も
私
の
つ
た
な
い
英
語
を

一
生
懸
命
理
解
し
よ
う
と
し
て
く
れ
ま
し

た
。

　
私
は
期
間
中
、留
学
生
が
困
っ
て
い
な
い

か
、楽
し
ん
で
い
る
か
、い
つ
も
留
学
生
の
こ

と
を
気
に
か
け
て
い
ま
し
た
。生
ま
れ
て
き

て
16
年
間
、こ
ん
な
に
人
の
こ
と
を
自
分
よ

り
も
大
切
に
思
う
こ
と
は
な
か
っ
た
と
思

い
ま
す
。共
に
生
き
る
こ
と
の
大
切
さ
を
実

感
で
き
た
素
晴
ら
し
い
経
験
で
し
た
。

　
最
後
に
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
関
わ
っ
た
先
生

方
、協
力
し
て
く
れ
た
家
族
や
友
達
に
心
か

ら
感
謝
し
て
い
ま
す
。こ
の
ド
イ
ツ
短
期
留

学
で
の
出
会
い
を
大
切
に
し
、今
度
は
私
が

ド
イ
ツ
に
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
高
校
２
年
　
渋
谷
恵
和
）

　
10
月
18
日（
土
）〜
25
日（
土
）、ド
イ
ツ
・

シ
ュ
タ
ー
デ
市
の
ヴ
ィ
ン
セ
ン
ト
＝
ル
ー

ベ
ッ
ク
＝
ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
よ
り
15
名
の
生

徒
た
ち
が
短
期
留
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
来
日

し
ま
し
た
。茶
道
や
書
道
と
い
っ
た
日
本
文

化
を
体
験
し
、1
週
間
尚
絅
生
の
家
庭
に

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、言
葉

を
超
え
た
国
際
交
流
の
時
間
を
持
つ
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　
今
回
の
ド
イ
ツ
短
期
留
学
の
受
入
れ
を

す
る
の
は
、私
と
家
族
に
と
っ
て
初
め
て
の

体
験
で
し
た
が
、大
変
充
実
し
た
1
週
間
と

な
り
ま
し
た
。私
は
留
学
生
と
早
く
仲
良
く

階
の
真
実
〜
が
、尚
志
祭
の
中
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　
尚
絅
メ
デ
ィ
ア
フ
ェ
ス
タ
と
は
、行
政
と

地
域（
住
民
）と
大
学
が
連
携
し
て
実
施
す

る
表
現
文
化
学
科
発
の
、街
の
人
々
と
の
地

域
共
生
型
総
合
文
化
イ
ベ
ン
ト
。

学
生
た
ち
の
視
点
で
街
を
観
察
し
、様
々
な

表
現
活
動
か
ら
魅
力
的
に
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス

し
て
い
こ
う
と
い
う
も
の
。

　
初
年
度
の
来
年
は
白
石
市
と
手
を
取
り

合
い
、市
の
中
心
部
に
あ
る
旧
家
・
壽
丸（
す

ま
る
）屋
敷
を
主
会
場
に
開
催
さ
れ
る
予
定

で
す
。

　「
サ
ラ
ダ
ボ
ウ
ル
魂
」は
い
わ
ば
そ
の
前

哨
戦
。学
生
た
ち
が
プ
ラ
ン
立
案
か
ら
製

作
物
の
デ
ザ
イ
ン
、ネ
ー
ミ
ン
グ
、出
演
、広

報
、
運

営

…
と
一
貫

し
て
プ
ロ

デ
ュ
ー
ス

に
携
わ
り

ま
し
た
。白

石
の「
孫
太

郎
虫
」を
可

愛
く
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
化
し
た
ク
レ
イ
・
ア
ニ
メ
や
巨
大

孫
太
郎
の
操
演
パ
レ
ー
ド
な
ど
は
広
報
活

動
に
も
一
役
買
い
ま
し
た
。

　
他
に
も
オ
ペ
レ
ッ
タ
、朗
読
劇
、ド
キ
ュ
メ

ン
ト
映
像
、新
聞
発
行
、D
J
ア
ナ
ウ
ン
ス

な
ど「
表
現
文
化
学
科
ら
し
さ
」を
自
ら
考

え
た
内
容
で
、ご
来
場
の
方
々
か
ら
も
好
評

で
し
た
。

　
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
か
ら
実
施
ま
で

長
期
戦
。大
多
数
の
学
生
が
夏
休
み
返
上

状
態
で
臨
み
良
い
試
金
石
と
な
り
ま
し
た
。

（
表
現
文
化
学
科
　
大
野
実
）

　
中
高
で
は
、収
穫
感
謝
礼
拝
、施
設
訪

問
、キ
リ
ス
ト
教
講
演
会
が
行
わ
れ
ま
し

た
。高
校
の
講
演
会
で
は
、日
本
国
際
飢
餓

対
策
機
構（
J
I
F
H
）の
神
田
英
輔
氏
を

迎
え
、「
共
に
生
き
る
っ
て
素
晴
ら
し
い
」

と
題
し
て
、講
演
を
伺
い
ま
し
た
。主
イ
エ

ス
の
言
葉
を
テ
キ
ス
ト
に
、関
係
性
の
欠

如
が
食
料
問
題
の
原
因
で
あ
り
、信
仰
、希

望
、愛
を
大
切
に
す
る
生
活
の
大
切
さ
が

改
め
て
示
さ
れ
ま
し
た
。中
学
校
で
は
、イ

ン
ド
で
マ
ザ
ー
テ
レ
サ
と
共
に
奉
仕
活
動

を
さ
れ
た
経
験
が
あ
る
佐
々
木
信
夫
氏
を

迎
え
、講
演
を
し
て
頂
き
ま
し
た
。「
死
を

待
つ
家
」で
さ
れ
た
奉
仕
に
つ
い
て
な
ど
、

先
生
が
実
際
に
体
験
し
た
貴
重
な
お
話
を

聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。「
傷
つ
く
ほ
ど

に
愛
し
な
さ
い
」と

語
り
か
け
る
マ
ザ
ー

の
言
葉
と
愛
を
こ
め

た
行
い
が
生
徒
の
心

に
深
く
刻
ま
れ
ま
し

た
。（
中
高
宗
教
主
任

　
佐
藤
洋
晴
）

（
日
）の
２
日
間
晴

天
に
恵
ま
れ
、約

２
５
０
０
人
も
の

お
客
様
に
い
ら
し

て
い
た
だ
き
、と

て
も
賑
や
か
な

尚
志
祭
に
な
っ

た
と
思
い
ま
す
。

多
く
の
学
生
が

参
加
し
た
出
店
や
、学
科
の
催
し
も
の
も
あ

り
、尚
絅
学
院
大
学
の
素
晴
ら
し
さ
を
多
く

の
皆
さ
ま
に
知
っ
て
い
た
だ
け
、私
た
ち
の

掲
げ
た
目
標
が
達
成
出
来
た
の
で
は
な
い

か
と
感
じ
て
い
ま
す
。で
す
が
、こ
の
目
標
は

今
年
だ
け
で
は
な
く
、来
年
も
引
き
継
い
で

い
き
た
い
で
す
。進
化
し
て
い
く
尚
絅
学
院

大
学
を
、今
後
も
尚
志
祭
を
通
し
伝
え
て
い

け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、多
く
の
人
に
支
え
ら
れ
こ
の
尚
志

祭
は
成
功
し
ま
し
た
。私
た
ち
実
行
委
員
だ

け
で
な
く
、様
々
な
面
か
ら
ご
支
援
い
た
だ

き
大
規
模
な
尚
志
祭
を
つ
く
り
あ
げ
る
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。今
回
、今
ま
で
特
に
気

に
留
め
て
い
な
か
っ
た
多
く
の
優
し
さ
に

触
れ
、１
つ
の
も
の
を
み
ん
な
で
つ
く
る
喜

び
と
感
動
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
、と
て
も

感
謝
し
て
い
ま
す
。

　
子
供
か
ら
大
人
ま
で
の
多
く
の
笑
顔
が

溢
れ
た
２
日
間
は
か
け
が
え
の
な
い
も
の

に
な
り
ま
し
た
。本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。（
尚
志
祭
実
行
委
員
長
　
人
間

心
理
学
科
　
畠
山
美
紀
）

　
第
１
回
尚
絅
メ
デ
ィ
ア
フ
ェ
ス
タ
・
プ
レ

イ
ベ
ン
ト「
サ
ラ
ダ
ボ
ウ
ル
魂
」〜
４
号
館
３

　
今
年
は『
尚
絅
ら
し
さ
を
つ
く
る
』と
い

う
、大
き
な
目
標
を
掲
げ
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。こ
れ
が
尚
絅
学
院
大
学
な
の
だ
、素
晴

ら
し
い
学
校
だ
、と
思
わ
れ
る
も
の
を
こ
の

尚
志
祭
を
通
し
て
伝
え
た
い
と
、実
行
委
員

一
丸
と
な
り
活
動
し
て
き
ま
し
た
。

　
今
年
の
尚
志
祭
は
10
月
18
日（
土
）19
日
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大
学
・
短
期
大
学

メ
デ
ィ
ア
フ
ェ
ス
タ
・
プ
レ
イ
ベ
ン
ト

連
携
し
て
街
を
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
！

心
に
響
く
お
話
を
頂
き
ま
し
た

後
期
キ
リ
ス
ト
教
週
間

素
晴
ら
し
い
経
験
と
な
っ
た
１
週
間

ド
イ
ツ
シ
ュ
タ
ー
デ

短
期
留
学
生
受
入

晴
天
の
中
大
成
功
に
終
わ
り
ま
し
た

尚
志
祭

　
９
月
６

日(

土)

、
同

窓
生
約
50

名
・
旧
職
員

８
名
・
教
職

員
の
参
加

を
得
て
、盛

大
に
第
５

回
目『
ホ
ー

ム
カ
ミ
ン

グ
デ
ー
』が

行
わ
れ
ま

し
た
。

　
第
１
部

『
礼
拝
』で

は
、中
学
校

メ
ン
バ
ー
に
よ
る
賛
美
、同
窓
生
で
教
員
の

斎
藤
直
美
先
生
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
も
と
楽

し
い
雰
囲
気
で
礼
拝
が
守
ら
れ
、第
２
部
で

は
、初
め
て
の
試
み
と
し
て
中
高
が
進
め
て

い
る
教
育
改
革
に
つ
い
て
の
説
明
の
機
会

を
持
ち
ま
し
た
。特
に
来
年
度
か
ら
始
ま
る

新
た
な
中
高
一
貫
教
育
に
つ
い
て
説
明
を
し

ま
し
た
。ぜ
ひ
中
高
を
盛
り
た
て
て
頂
け
れ

ば
と
願
い
ま
す
。

　
第
３
部
で
は
、石
川
亜
紀
先
生
の
司
会
の

下
で
、同
窓
生
同
士
や
教
職
員
と
の
懇
談
の

と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。ど
の
テ
ー
ブ
ル
も

懐
か
し
い
中
高
校
時
代
の
話
で
盛
り
上
が

り
、ま
た
、旧
職
員
の
先
生
方
か
ら
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
や
紹
介
も
あ
り
、和
や
か
雰
囲
気
で

会
が
す
す
め
ら
れ
ま
し
た
。

（
実
行
委
員
会
　
斎
藤
公
夫
）

懐
か
し
い
校
舎
に
多
く
の
同
窓
生
が
集
い
、

楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご
し
た

ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー

●
中
学
・
バ
ス
ケ
ッ      

ト
ボ
ー
ル
部

仙
台
市
中
学
校
新

人
大
会
青
葉
区
Ｂ
ブ

ロ
ッ
ク 

優
勝

●
高
校
・
合
唱
部

全
日
本
合
唱
コ
ン
ク
ー

ル 

宮
城
県
大
会 

銀

賞（
東
北
大
会
出
場
）

　
　
同

東
北
大
会 

銅
賞

●
陸
上
部

　
第
57
回
宮
城
県
高
校 

新
人
陸
上
競
技
大
会

　
走
高
跳
　
２
位
　
平
野
未
来

　（
東
北
大
会
８
位
）

　
走
幅
跳
　
６
位
　
相
澤
　
穂
菜
美

●
水
泳
部

　
宮
城
県
民
体
育
大
会
水
泳
競
技
　
　

　
１
０
０
ｍ
自
由
形
　
優
勝
　
飯
田
早
希

　
１
０
０
ｍ
平
泳
ぎ
　
２
位
　
遠
藤
世
菜

　
２
０
０
ｍ
平
泳
ぎ
　
２
位
　
遠
藤
世
菜

●
バ
レ
ー
部

平
成
20
年
度
第
18
回

東
北
私
立
高
等
学
校
男

女
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
選
手

権
大
会
兼
第
13
回
全
国

私
立
高
等
学
校
男
女
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
選
手
権
大

会
予
選
会（
３
年
連
続

全
国
大
会
出
場
）

●
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部

　
県
新
人
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
ベ
ス
ト
８

　
　
　
　
　（
東
北
私
学
選
抜
大
会
出
場
）

　
東
北
私
学
校
選
抜
大
会 

対
山
形
学
院

（
山
形
第
１
代
表
）０
対
３

対
尚
志
高
校

（
福
島
第
３
代
表
）０
対
６

４
位
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

対
鶴
岡
東

（
山
形
第
３
代
表
）９
対
３

そ
の
他
の
行
事
報
告

（
高
校
で
行
わ
れ
た
そ
の
他
の
行
事
で
す
）地域のお年寄りとの交流会

11月3日(月）
高校生徒総会
10月31日(金）

運動会
10月16日(木）

受
賞
入
賞
の
お
知
ら
せ

皆
様
の
ご
参
加
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

保
育
科
　
村
山
雅
夫
先
生

　
昭
和
55
年
よ
り
、旧
英
文
科
で
英
語
の
教

育
に
奉
職
し
、昨
年
か
ら
保
育
科
ス
タ
ッ
フ

と
し
て
大
き
な
働
き
を
さ
れ
て
き
ま
し
た

先
生
の
最
終
講
義
で
す
。

● 

日
　
時  

‚
09
年
２
月
９
日（
月
）

 

　
13
時
半
よ
り

● 

場
　
所
　
尚
絅
学
院
大
学 

５
A
講
義
室

　 

終
了
後
、学
生
会
館
に
て
茶
話
会
を
行
い

　 

ま
す
。

● 

テ
ー
マ
　｢

英
語
と
私
と
野
球｣

● 

問
合
せ
　
０
２
２-

３
８
１-

３
３
８
７

　 

（
斎
藤
研
究
室
）

人
間
心
理
学
科
　
加
藤
孝
義
先
生

 

‚
03
年
よ
り
本
学
に
お
い
て
、人
間
心
理
学

科
教
授
と
し
て
、大
学
院
の
総
合
人
間
科
学

研
究
心
理
学
専
攻
の
創
設
に
尽
力
下
さ
り
、

大
学
院
の
基
礎
を
築
い
て
下
さ
っ
た
先
生

の
最
終
講
義
で
す
。

● 

日
　
時  

‚
09
年
２
月
16
日（
月
）

 

　
16
時
よ
り

● 

場
　
所
　
尚
絅
学
院
大
学（
教
室
未
定
）

● 

テ
ー
マ
　｢

21
世
紀
の
新
し
い
人
間
像｣

● 

問
合
せ
　
０
２
２-

３
８
１-

３
４
１
９

　 

（
水
田
研
究
室
）

健
康
栄
養
学
科

　
薄
木
理
一
郎
先
生

　
道
岡
攻
先
生

　
長
年
に
わ
た
り
、本
学
の
教
育
・
研
究
に
ご

貢
献
下
さ
い
ま
し
た
両
先
生
の
最
終
講
義
で

す
。終
了
後
、別
室
に
て
茶
話
会
を
予
定
し
て

お
り
ま
す
。

● 

日
　
時  

‚
09
年
２
月
20
日（
金
）

 

　
13
時
よ
り

● 

場
　
所
　
尚
絅
学
院
大
学 

５
A
講
義
室

● 

問
合
せ
　
０
２
２-

３
８
１-

３
３
４
５

　 

（
鈴
木
研
究
室
）

最
終
講
義
ご
案
内
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各
学
校
か
ら
の
お
知
ら
せ

情
報
掲
示
板

　 

只
野
節
子
　
畠
山
久
子
　
米
津
由
美
子

　 

川
井
公
子
　
髙
橋
雅
子
　
萩
野
み
ど
り

　 

菊
地
洋
子
　
北
村
淑
子
　
吉
岡
八
重
子

　 

木
島
桂
子
　
岡
下
て
る
子
　
熊
野
圭
子

　 

松
村
勝
代
　
佐
々
木
純
子
　
金
子
か
つ
子

　 

高
木
不
二
子
　
小
野
樹
子
　
三
明
靖
子

　 

渡
辺
美
津
子
　
鎌
田
三
千
子
　
西
條
玲
子

　 

佐
々
木
久
美
子
　
堀
田
教
子
　
髙
橋
艶
子

　 

宇
佐
美
真
由
美
　
村
田
陽
子
　
三
浦
律
子

　 

井
上
ゆ
か
り
　
小
竹
み
ど
り
　
亀
崎
美
苗

　 

太
田
た
え
子
　
渡
邉
恵
理
子
　
宮
腰
文
子

　 

佐
藤
純
子
　
昆
野
牧
恵
　
柴
田
敏
子

　 

佐
藤
美
恵
子
　
粕
谷
志
津
子
　
佐
藤
徳
子

　 

内
谷
典
子
　
大
久
保
桂
子
　
文
屋
百
合
子

　 

渡
部
尚
美
　
太
田
ト
モ
子
　
森
恵
美
子

　 

山
内
京
子
　
加
藤
房
枝

　

 

特
別
会
員

● 

金 

五
、〇
〇
〇
円

　 

宍
戸
慶
子

● 

金 

二
、〇
〇
〇
円

　 

佐
藤
昭

 

正
会
員

● 

金
一
〇
、〇
〇
〇
円

　 

末
永
い
づ
み
　
坂
本
由
佳
里
　
小
野
寺
ま
り
子

● 

金
五
、〇
〇
〇
円

　 

小
野
昌
子
　
二
瓶
和
子
　
森
千
恵
子
　
呂
美
鳳

● 

金
三
、〇
〇
〇
円

　 

遠
藤
直
子
　
押
永
稚
耶
子
　
上
西
則
子

　 

井
口
美
恵
　
齋
藤
嘉
子
　
伊
藤
愛
子

● 

金
二
、〇
〇
〇
円

　 

木
幡
和
子
　
今
井
敦
子
　
大
友
芳
子

　 

石
川
満
子
　
佐
藤
幸
子
　
斎
洋
子

　 

福
田
弘
子
　
堀
米
伯
江
　
阿
部
あ
つ
子

　 

福
士
淑
恵
　
本
堂
富
貴
子
　 

國
枝
奈
保
子

　 

門
間
恵
美
子
　
大
槻
恵
子
　
武
内
玲
子
　

　 

岡
部
和
嘉
子
　
島
岡
寿
　
東
海
林
茂
子
　

　 

佐
竹
悦
子
　
長
野
百
合
子
　
小
西
道
子
　

　 

松
原
直
子
　
鈴
木
清
美
　
戸
田
留
美
子
　

　 

大
内
よ
し
　
小
野
す
ゑ
の
　
中
目
ひ
ろ
子

ノ
ー
ト
テ
ー
カ
ー
の
協
力
を
得
て
一
生
懸

命
授
業
に
取
り
組
ん
で
い
た
こ
と
、部
活
で

は
審
判
の
笛
が
聞
こ
え
な
い
、仲
間
の
声
が

聞
こ
え
な
い
と
い
う
ハ
ン
デ
が
あ
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
聴
覚
以
外
の
四
感
を
研
ぎ
澄

ま
し
必
死
に
ボ
ー
ル
を
追
い
か
け
て
い
た

こ
と
が
思
い
出
さ
れ
ま
す
。短
大
２
年
の
時

か
ら
全
日
本
の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
全
国
各

地
で
合
宿
を
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、そ
の
努

力
が
世
界
選
手
権
で
の
準
優
勝
と
い
う
成

果
に
結
び
つ
き
本
当
に
良
か
っ
た
と
思
い

ま
す
。台
北
で
開
催
さ
れ
る
デ
フ
リ
ン
ピ
ッ

ク
も
間
近
に
せ
ま
り
、仕
事
と
の
両
立
は
大

変
厳
し
い
と
思
い
ま
す
が
、持
ち
前
の
負
け

ん
気
と
人
一
倍
の
努
力
で
頑
張
っ
て
欲
し

い
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。

（
大
学
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部 

監
督
　
小
田
嶋
充
）

柳
川
奈
美
子
さ
ん
よ
り

　
私
は
初
め
て
デ
フ
日
本
代
表
と
し
て
大

会
に
参
加
し
、予
選
で
５
ヶ
国
と
対
戦
し

２
位
で
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
に
進
出
し
ま

し
た
。順
調
に
勝
ち
進
み
ま
し
た
が
決
勝

戦
は
予
選
１
位
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
と
の
対
戦

に
な
り
高
い
ブ
ロ
ッ
ク
に
苦
し
め
ら
れ
ス

ト
レ
ー
ト
で
敗
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。デ
フ

日
本
代
表
と
し
て
初
め
て
銀
メ
ダ
ル
を
獲

得
出
来
た
の
は
嬉

し
か
っ
た
の
で
す

が
、ウ
ク
ラ
イ
ナ

に
勝
ち
優
勝
し
た

か
っ
た
で
す
。

　
今
回
は
世
界
大

会
の
レ
ベ
ル
を
肌

で
感
じ
る
こ
と
が

で
き
、良
い
経
験

同窓会
コーナー

　
去
る
10
月
12
日(

日)

、高
校
礼
拝
堂
に
於

い
て
Ｏ
Ｇ
合
唱
団
主
催
に
よ
る
コ
ン
サ
ー

ト
を
開
催
し
ま
し
た
。晴
天
に
恵
ま
れ
、会

場
に
は
全
国
か
ら
合
唱
部
Ｏ
Ｇ
、同
窓
生
、

一
般
の
お
客
様
が
大
勢
ご
来
場
に
な
り
大

盛
況
に
終
了
し
ま
し
た
。

　
50
年
の
大
き
な
節
目
に
初
代
顧
問
の
斎

藤
泓
先
生
の
指
揮
で
Ｏ
Ｇ
と
現
役
の
合
唱

団
が
„
ク
ラ
ブ
ソ
ン
グ“
で
開
演
!!
年
代
を

越
え
て
共
に
、懐
か
し
い
礼
拝
堂
で
歌
え
た

喜
び
は
感
激
と
感
謝
に
尽
き
ま
し
た
。　

　
参
加
し
た

全
団
員
が
ま

た
一
つ
共
通

す
る
大
き
な

思
い
出
を
胸

に
解
散
し
ま

し
た
。余
韻
を

残
し
た
ま
ま

…
。

（
Ｏ
Ｇ
合
唱
団

　
岩
山
恭
子
）

　
山
形
支
部
の
沢
村
國
子
さ
ん（
昭
34
年
家

政
科
卒
）が
栄
養
指
導
業
務
の
功
績
を
認
め

ら
れ
、山
形
県
知
事
賞
・
厚
生
労
働
大
臣
よ

り
の
表
彰
を
重
ね
て
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

中
・
高
合
唱
団

50
周
年
記
念
コ
ン
サ
ー
ト

　
今
年
度
、本
学
は
名
取
市
と
の
間
に「
教

育
・
児
童
福
祉
の
充
実
等
に
向
け
た
連
携
協

力
に
関
す
る
覚
書
」を
締
結
い
た
し
ま
し

た
。７
月
16
日（
水
）に
は
名
取
市
役
所
に
お

い
て
、佐
々
木
一
十
郎
名
取
市
長
と
佐
々
木

公
明
本
学
学
長
に
よ
る
調
印
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。連
携
事
業
と
し
て
は
、児
童
生
徒

の
学
校
生
活
の
支
援
に
関
す
る
こ
と
、児
童

セ
ン
タ
ー
及
び
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
支

援
に
関
す
る
こ
と
、保
育
所
の
支
援
に
関
す

る
こ
と
、大
学
及
び
学
校
に
お
け
る
教
育
研

究
面
で
の
協
力
に
関
す
る
こ
と
と
多
岐
に

わ
た
っ
て
お
り
、こ
れ
に
よ
り
今
ま
で
以
上

に
名
取
市
と
本
学
の
教
育
・
児
童
福
祉
の
分

野
に
お
け
る
連
携
・
協
力
が
深
ま
る
こ
と
が

期
待
さ
れ
ま
す
。

　
具
体
的
に

は
、名
取
市
立

小
・
中
学
校
、

保
育
所
、児
童

セ
ン
タ
ー
な

ど
か
ら
の
活

動
要
請
に
対

し
て
、本
学
の

学
生
を
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
と

し
て
派
遣
す

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
注
目

名
取
市
と
の
教
育
・

児
童
福
祉
連
携
協
力
の

覚
書
締
結

る
と
い
う
事
業
が
展
開
し
て
い
き
ま
す
。ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
希
望
す
る
学
生
は
、事

前
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
学
習
会
を
受
講
し
、登

録
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。早
速
、夏
休
み

前
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
学
習
会
を
実
施
し
、32

名
の
学
生
が
登
録
い
た
し
ま
し
た
。今
後

も
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
学
習
会
や
名
取
市
か
ら

の
活
動
要
請
の
内
容
説
明
会
な
ど
を
実
施

し
、学
生
が
積
極
的
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

に
参
加
で
き
る
体
制
作
り
を
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。

（
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
地
域
貢
献

部
　
渡
邊
千
恵
子
）

　
生
活
創
造
学
科
を
‚
06
年
度
に
卒
業
し

た
柳
川
奈
美
子
さ
ん（
株
）日
立
東
日
本
ソ

リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ
が
、８
月
１
日（
金
）〜
10

日（
日
）に
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
で
開
催
さ
れ
た

第
１
回
デ
フ（
聴
覚
障
害
者
）バ
レ
ー
ボ
ー

ル
世
界
選
手
権
に
日
本
代
表
と
し
て
参
加

し
、み
ご
と
準
優
勝
に
輝
き
ま
し
た
。さ
ら

に
、全
日
本
チ
ー
ム
の
リ
ベ
ロ
プ
レ
ー
ヤ
ー

で
あ
る
柳
川
さ
ん
は
、参
加
選
手
の
中
で
最

高
の
レ
シ
ー
バ
ー
に
贈
ら
れ
る
ベ
ス
ト
レ

シ
ー
バ
ー
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
の
で
同
窓

生
の
皆
様
に
お
知
ら
せ
致
し
ま
す
。

　
聴
覚
障
害
を
持
つ
柳
川
さ
ん
が
、在
学
中

に
な
り
ま
し
た
。次
の
試
合
は
‚
09
年
９
月

に
台
北
で
開
催
さ
れ
る
デ
フ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で

す
。こ
の
大
会
に
向
け
毎
月
１
〜
２
回
程
度

関
東
や
関
西
で
行
わ
れ
る
合
宿
で
は
意
識
を

集
中
し
時
間
を
無
駄
に
し
な
い
よ
う
に
心
掛

け
、厳
し
い
練
習
の
な
か
で
自
分
自
身
を
成

長
さ
せ
て
い
き
た
い
で
す
。応
援
宜
し
く
お

願
い
致
し
ま
す
。

 

● 

男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

　  

６
月
28
日（
土
）〜
30
日（
月
）

　  

青
森
県
武
道
館

　  

１
回
戦
　
尚
絅
　
60

－

88
　
盛
岡
大
学

 

● 

男
子
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部

　  

６
月
21
日（
土
）〜
22
日（
日
）

　  

東
北
文
化
学
園
大
学
体
育
館

　  

１
回
戦
　
尚
絅
　
２

－

３
　
北
里
大
学

 

● 

女
子
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部

　  

６
月
21
日（
土
）〜
22
日（
日
）

　  

東
北
文
化
学
園
大
学
体
育
館

　  

１
回
戦
　
尚
絅
　
１

－

３
　
盛
岡
大
学

第
15
回
大
学
管
弦
楽
団
定
期
演
奏
会

　
本
学
非
常
勤
講
師
で
も
あ
り
、仙
台
フ
ィ
ル
ハ
ー

モ
ニ
ー
管
弦
楽
団
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト
奏
者
の
木
越

直
彦
氏
を
お
迎
え
し
て
演
奏
い
た
し
ま
す
。

● 

日
　
時
　
12
月
21
日（
日
）14
時
開
演

● 

場
　
所
　
仙
台
市
青
年
文
化
セ
ン
タ
ー

　 

コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル

● 

曲
　
目

　 
組
曲「
カ
ル
メ
ン
」よ
り
／
ビ
ゼ
ー

　 
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
協
奏
曲
第
３
番
　
　
　

当
校
卒
業
生
の
柳
川
さ
ん
が
活
躍
！

デ
フ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

世
界
選
手
権
大
会
で

準
優
勝

　
　
　
／
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト

　 

交
響
曲
第
５
番「
運
命
」

　
　
　 

／
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン

● 

入
場
料
　
全
席
自
由
　
5
0
0
円

● 

問
合
せ
　
０
２
２-

３
８
１-

３
３
８
２ 

　
　
　
　
　
　  

（
高
木
研
究
室
）

　第
15
回
保
育
科 

舞
踊
発
表
会

　
保
育
科
1
・
2
年
生
の
授
業
の
発
表
会
で
、学
生

サ
ー
ク
ル
も
賛
助
出
演
し
ま
す
。

● 

日
　
時
　
12
月
13
日（
土
）10
時
開
演

● 

場
　
所
　
尚
絅
学
院
大
学
多
目
的
ホ
ー
ル

● 

内
　
容
　
着
物
姿
で「
秋
田
音
頭
」

　 

「
西に

し
も
な
い

馬
内
盆
踊
り
」「
黒
石
甚
句
」 

　 

な
ど
の
日
本
民
俗
舞
踊
。

 

　
外
国
の
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
の
披
露

● 

入
場
料
　
無
料

● 

問
合
せ
　
０
２
２-

３
８
１-

３
３
６
５

　
　
　
　
　
　  

（
安
藤
研
究
室
）

第
26
回
保
育
科
卒
業
演
奏
会

　
１
度
は
耳
に
し
た
こ
と
が
あ
る
で
あ
ろ
う
、オ
ペ
ラ

の
合
唱
曲
や
、誰
も
が
知
っ
て
い
る
有
名
な
曲
を
仙
台

フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
と
の
協
演
で
お
届
け
し
ま
す
。

● 

日
　
時  

‚
09
年
２
月
26
日（
木
）

　
19
時
開
演

● 

場
　
所
　
仙
台
市
青
年
文
化
セ
ン
タ
ー

　 

コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル

● 

曲
　
目

　 

「
奏
」音
楽
コ
ー
ス
制
作
ス
テ
ー
ジ

　 

女
声
合
唱
組
曲「
水
の
い
の
ち
」

　 

「
千
の
風
に
な
っ
て
」「
瑠
璃
色
の
地
球
」他

　 

カ
ル
メ
ン
よ
り「
行
進
曲
」

● 

入
場
料
　
全
席
自
由
　
１
、０
０
０
円

● 

問
合
せ
　 

０
２
２-

３
８
１-

３
４
１
６ 

　
　
　
　
　
　（
保
育
科
副
手
室
）

表
彰
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
！

平
成
20
年
度
東
北
地
区

大
学
体
育
大
会
結
果
報
告

ご
案
内

 

賛
助
会
員

● 

金 

五
〇
、〇
〇
〇
円

　 

赤
澤
昭
三

● 

金 

一
〇
、〇
〇
〇
円

　 

菅
野
明
子
　
佐
久
間
新
一
　
二
瓶
和
子

　 

酒
井
な
お
み
　
大
泉
俊
美
　
佐
藤
佳
奈
子

● 

金 

五
、〇
〇
〇
円

　 

福
田
弘
子
　
東
海
林
茂
子
　
宍
戸
慶
子

　 

太
田
喜
一
郎
　
小
野
昌
子
　
森
千
恵
子

　 

寺
田
佐
恵
子
　
呂
美
鳳

● 

金 

四
、〇
〇
〇
円

　 

小
野
寺
正
美
　
千
葉
由
紀
子
　
壹
岐
啓
子

　 

安
倍
良
子

● 

金 

三
、〇
〇
〇
円

　 

管
野
孝
子
　
齋
藤
嘉
子
　
佐
藤
道
子

　 

渡
辺
幸
子

● 

金 

二
、〇
〇
〇
円

　 

加
藤
千
紗
音
　
今
井
敦
子
　
岩
渕
礼
子

　 

木
幡
和
子
　
石
川
満
子
　
佐
藤
幸
子

　 

斎
洋
子
　
島
岡
寿
　
大
友
芳
子
　
佐
藤
昭

　 

青
木
久
美
　
本
堂
富
貴
子
　
柴
田
智
恵
子

　 

福
士
淑
恵
　
門
間
恵
美
子
　
大
槻
恵
子
　

　 

佐
竹
悦
子
　
鈴
木
和
子
　
長
野
百
合
子
　

　 

岡
部
和
嘉
子
　
阿
部
あ
つ
子
　
小
西
道
子

　 

杉
本
登
代
子
　
松
原
直
子
　
鈴
木
清
美

　 

戸
田
留
美
子
　
三
浦
康
子
　
大
内
よ
し

　 

中
目
ひ
ろ
子
　
吉
田
か
お
り
　
渡
邊
怜
子

　 

沼
倉
久
枝
　
阿
部
瑞
子
　
菅
原
眞
美
子

　 

遠
藤
ひ
ろ
江
　
朝
長
ス
ミ
エ
　
井
口
美
恵

　 

小
松
寿
子
　
佐
藤
良
子
　
小
野
す
ゑ
の

　 

高
橋
真
子
　
萩
前
信
子
　
横
山
た
か
子

　 

木
村
淳
子
　
勝
又
絅
子
　
阿
部
雄
子

　 

深
田
雪
子
　
髙
見
紀
子
　
山
田
明
子

　 

長
谷
田
美
那
子
　
柳
澤
静
子
　
渡
部
美
穂

　 

佐
々
木
尚
子
　
三
浦
良
子
　
熊
谷
豊
子

　 

千
田
智
恵
　
丹
野
英
機
　
菊
地
和
子

　 

佐
藤
道
代
　
金
森
大
樹
　
下
坂
静
江

　 

望
月
球
美
子
　
三
浦
祐
治
　
押
永
稚
耶
子

　 

吉
田
恵
　
星
徳
子
　
大
黒
邦
子
　
林
桂
子

　 

上
西
則
子
　
加
藤
瑛
子
　
高
澤
喜
一

　 

小
林
悠
子
　
富
田
利
恵
　
小
林
澪
子

　 

後
藤
た
き
　
小
林
永
子
　
森
田
由
紀

　 

斎
藤
幸
子
　
水
戸
久
美
子
　
加
藤
と
み
よ

　 

今
野
初
枝
　
鯉
渕
芳
子
　
江
戸
久
子

　 

佐
藤
景
子
　
伊
勢
と
よ
子
　
氏
家
道
子

　 

中
島
玲
子
　
櫻
井
み
さ
子
　
平
間
佐
喜
子

　 

加
藤
雅
子
　
伊
藤
泰
子
　
奈
良
燿
子

　 

伊
藤
裕
子
　
竹
下
信
子
　
佐
々
木
ケ
イ

　 

阿
部
玲
子
　
後
藤
徳
子
　
田
中
か
お
り

　 

山
下
洋
美
　
芝
原
セ
ツ
子
　
萩
原
頼
子
　

　 

坂
本
朋
子
　
川
上
千
華
子
　
山
福
利
子

　 

高
橋
克
子
　
水
上
佳
子
　
大
橋
美
智
子

　 

蟹
澤
詔
子
　
吉
田
朋
子
　
祖
川
か
つ
子

　 

播
節
子
　
市
川
喜
巳
　
湊
真
澄
　
林
純
子

　 

浅
野
京
子
　
杉
本
登
代
子
　
大
泉
美
佐
子

　 

鈴
木
美
津
江
　
川
村
友
子
　
馬
場
ゆ
ふ
子

　 

添
田
紀
子
　
和
泉
悦
子
　
千
葉
幸
子

　 

後
藤
洋
子
　
千
葉
由
美
子
　
佐
々
木
淑
子

後
援
会
会
費
納
入
者（
敬
称
略
）

皆
様
の
尚
絅
学
院
に
対
す
る
ご
芳
心
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　 

阿
部
瑞
子
　
吉
田
か
お
り
　
沼
倉
久
枝

　 

朝
長
ス
ミ
ヱ
　
武
山
和
雅
子
　
小
松
寿
子

　 

勝
又
絅
子
　
長
谷
田
美
那
子
　
柳
澤
静
子

　 

木
村
淳
子
　
佐
々
木
尚
子
　
高
橋
真
子

　 

萩
前
信
子
　
高
見
紀
子
　
横
山
た
か
子

　 

阿
部
雄
子
　
深
田
雪
子
　
山
田
明
子

　 

丹
野
承
子
　
下
坂
静
江
　
渡
邊
怜
子

　 

千
田
智
恵
　
添
田
紀
子
　
大
黒
邦
子

　 

加
藤
瑛
子
　
平
栗
美
紀
子
　
小
林
悠
子
　

　 

後
藤
た
き
　
富
田
利
恵
　
斎
藤
幸
子

　 

水
戸
久
美
子
　
西
翔
子
　
小
林
永
子

　 

森
田
由
紀
　
加
藤
と
み
よ
　
鯉
渕
芳
子
　

　 

江
戸
久
子
　
佐
藤
景
子
　
伊
勢
と
よ
子

　 

氏
家
道
子
　
荒
井
　
　
佐
藤
香
織

　 

櫻
井
み
さ
子
　
平
間
佐
喜
子
　
加
藤
雅
子

　 

松
谷
と
も
子
　
伊
藤
泰
子
　
奈
良
燿
子

　 

伊
藤
裕
子
　
菊
地
芳
子
　
和
泉
悦
子

　 

上
野
三
枝
　
馬
場
ゆ
ふ
子
　
千
葉
由
美
子

　 

畠
山
久
子
　
小
林
千
恵
子
　
菊
地
洋
子

　 

吉
岡
八
重
子
　
北
村
淑
子
　
岡
下
て
る
子

　 

熊
野
圭
子
　
松
村
勝
代
　
佐
々
木
純
子

　 

金
子
か
つ
子
　
小
野
樹
子
　
高
木
不
二
子

　 

三
明
靖
子
　
渡
辺
美
津
子
　
佐
々
木
久
美
子

　 

林
純
子
　
堀
田
教
子
　
鈴
木
和
子

　 

髙
橋
艶
子
　
西
條
玲
子
　
小
竹
み
ど
り
　

　 

三
浦
律
子
　
佐
藤
美
恵
子
　
粕
谷
志
津
子

　 

佐
藤
徳
子
　
内
谷
典
子
　
大
久
保
桂
子

　 

文
屋
百
合
子
　
渡
部
尚
美
　
大
友
さ
ち
子

　 

残
間
祐
美
子
　
中
村
節
子
　
茶
谷
謹
子
　

　 

荒
川
信
子
　
奥
野
奈
穂
美
　
芳
賀
め
ぐ
み

　 

藤
川
み
き
子
　
熊
谷
治
美
　
山
内
京
子
　

　 

森
絵
美
子
　
加
藤
房
枝
　
髙
屋
む
つ
子
　

　 

菅
野
美
千
代
　
三
戸
詩
織
　
黒
川
紗
綾
　

　 

阿
部
千
恵
子
　
猪
股
千
穂
　
川
田
裕
子
　

　 

昆
野
喜
根
子
　
鎌
田
久
仁
子
　
阿
部
由
希

　 

川
井
公
子
　
飯
岡
君
予
　
佐
藤
尚
子

● 

金 

一
、〇
〇
〇
円

　 

髙
橋
雅
子

　
今
回
の
ご
芳
名
は
４
月
1
日
か
ら
10
月
31
日

ま
で
事
務
局
受
付
分
で
す
。

　
尚
、ご
芳
名
掲
載
を
望
ま
な
い
方
は
匿
名
希
望

と
振
込
用
紙
の
通
信
欄
に
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

特
別
寄
付
金

○
チ
ャ
ペ
ル
献
金
と
し
て

　
金 

六
、一
二
八
円
（
１
回
目
）

　
金 

一
〇
、〇
〇
〇
円
（
２
回
目
）　

　
金 

三
、二
二
五
円  

　       

小
林
孝
男
様

　
金 

六
二
、七
六
五
円
　      

同
窓
会
総
会

　
金 

五
、〇
〇
〇
円
　
　
　  

斎
藤
綾
子
様

　
金 

二
〇
、〇
〇
〇
円
　
　
　
　
関
西
支
部

　
金 

五
、〇
〇
〇
円
　
　
　
　
高
橋
珪
子
様

　
金 

一
、〇
三
七
円
　
　
　
　
上
西
義
昭
様

　
金 

五
、四
三
一
円
　
　
　
大
学
事
務
室
様

○
エ
ラ
オ
ー
基
金
と
し
て

　
金 

六
二
、七
六
五
円
　      

同
窓
会
総
会

　
金 

五
、〇
〇
〇
円

 

　
　
佐
々
木
千
春
様
　
小
野
寺
正
美
様 

　

　
　 

寺
田
佐
恵
子
様

○
同
窓
会
寄
付
と
し
て
　

　
金 

一
、〇
五
〇
円
　
　
　
　
尚
絅
教
会
様

　
金 

一
三
、〇
〇
〇
円
　
　
　
鶴
間
順
子
様

　
金 

五
〇
、〇
〇
〇
円
　  

O
G
合
唱
団
様

　
金 

一
〇
〇
、〇
〇
〇
円
　
　
　
厚
生
部
様

同
窓
会
会
員
納
入
者（
敬
称
略
）


